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完
全
週
5
日
制
・

新
教
育
課
程
対
応
の

検
討
ポ
イ
ン
ト

２
０
０
０
年
度
に
入
り
、
高
等
学
校
に
お
け
る
大
き
な
環
境
変
化
が
、

目
前
に
迫
っ
て
き
た
。
’02
年
度
か
ら
の
完
全
週
５
日
制
、

そ
し
て
’03
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
で
あ
る
。
今
回
、

ベ
ネ
ッ
セ
文
教
総
研
で
は
全
国
の
高
校
５
５
９
校
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
大
き
な
変
革
へ
の
対
応
状
況
を
基
に
、

検
討
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

完
全
週
５
日
制
・
新
教
育
課
程
へ
の
対
応

完
全
週
５
日
制
に
よ
る
「
授
業
時
間
数
の
減
少
」

「
週
当
た
り
の
コ
マ
数
の
減
少
」
に
対
応
す
る
た
め
に
、

１
単
位
当
た
り
の
授
業
時
間
や
学
期
制
の
変
更
を
予
定
し
て
い
る
高
校
は

検
討
中
を
含
め
る
と
１
割
以
上
に
上
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
単
独
で

議
論
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
学
校
行
事
の
見
直
し
、

土
曜
日
や
ぶ
ら
下
が
り
時
間
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
て
、

生
徒
の
実
態
や
学
校
の
特
性
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
過
程

今
年
度
内
に
、
完
全
週
５
日
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
８
割
以
上
、

新
教
育
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
半
数
以
上
の
高
校
で
作
成
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、
教
育
活
動
全
体
の
見
直
し
、

さ
ら
に
は
大
学
入
試
改
革
の
動
き
を
見
通
し
た
上
で
、

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

新課程への助走
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完
全
週
５
日
制
・

新
教
育
課
程
へ
の
対
応

生
徒
の
実
態
や
学
校
方
針
を
基
に

総
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を

完
全
週
５
日
制
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
最
大
の
課
題
は
、
授
業
時
間
数
の
減
少
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
は
「
授
業
の
総
時
間
数
の
減
少
」「
週
当
た
り
の
コ
マ
数
の
減
少
」
の
二
つ
の
観
点
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
各
校
と
も
授
業
時
間
を
確
保
し
つ
つ
、

生
徒
の
実
態
や
学
校
の
特
性
に
合
わ
せ
た
選
択
を
模
索
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

考
え
て
い
る
学
校
が
多
い
。
た
だ
逆
に
、
65

分
授
業
を
50
分
授
業
に
変
更
す
る
動
き
も
あ

る
（
７
校
）。
こ
の
う
ち
１
校
は「
65
分
授
業

は
１
回
抜
け
る
と
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
、
小

回
り
が
利
か
な
い
」
と
い
う
見
直
し
の
意
見

が
出
た
こ
と
が
変
更
理
由
だ
と
言
う
。

一
方
、
45
分
授
業
は
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の

例
が
私
立
校
だ
が
、
本
調
査
で
は
公
立
校
で

も
10
校
が
45
分
授
業
へ
変
更
予
定
と
回
答
し

た
。
ま
た
、
現
在
検
討
中
の
学
校
も
多
い
。

45
分
授
業
は
当
初
、
文
部
省
や
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
の
見
解
が
不
明
確
だ
っ
た
が
、

’99
年
７
月
の
「
45
分
×
年
間
39
回
で
１
単
位

と
す
る
（
標
準
は
50
分
×
35
回
）」
と
い
う
文

部
省
の
見
解
を
受
け
て
以
降
は
、
各
都
道
府

県
で
も
容
認
す
る
動
き
が
あ
る
。

年
間
39
回
を
ど
う
確
保
す
る
か
、
と
い
う

運
用
面
の
課
題
は
残
る
が
、
45
分
授
業
で
は

１
日
に
７
時
限
の
実
施
が
可
能
と
な
る
。
授

業
時
間
数
の
増
加
に
加
え
て
、
授
業
コ
マ
数

の
確
保
に
よ
る
弾
力
的
な
時
間
割
編
成
が
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
こ
れ
は
特
に
現

行
課
程
で

’02
年
度
に
完
全
週
５
日
制
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
組
む
と
き
に
、特
長
を
生
か
せ
る
。

変
則
的
に
45
分
授
業
を
導
入
す
る
学
校
も

あ
る
。
授
業
コ
マ
数
の
確
保
の
た
め
７
時
限

の
ぶ
ら
下
が
り
を
新
た
に
設
け
、
そ
の
日
は

45
分
授
業
に
移
行
。
他
の
日
は
50
分
授
業
を

継
続
す
る
方
法
だ
。
授
業
時
間
を
確
保
し
つ

当
初
は
授
業
時
間
数
が
確
保
で
き
、
現
行

で
も
実
例
の
多
い
65
分
授
業
へ
の
移
行
を
検

討
す
る
動
き
が
顕
著
だ
っ
た
。
し
か
し
、
検

討
が
進
む
に
つ
れ
て
、
新
た
に
45
分
授
業
や

55
分
授
業
が
提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
。

本
調
査
で
は
65
分
授
業
へ
の
変
更
が
16
校

で
見
ら
れ
た
。
ま
た
「
検
討
中
」
の
学
校
で

も
「
45
分
授
業
も
し
く
は
65
分
授
業
を
視
野

に
入
れ
て
検
討
中
」
と
、
変
更
を
積
極
的
に

つ
、
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
大
幅
に
変

更
を
加
え
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
特
長
だ
。

東
日
本
を
中
心
に
55
分
授
業
導
入
の
動
き

も
見
ら
れ
る
。現
在
の
50
分
を
55
分
に
延
長
、

１
日
６
時
限
も
そ
の
ま
ま
確
保
す
る
方
法
だ
。

部
活
動
の
開
始
時
間
が
遅
く
な
る
な
ど
の
影

響
が
あ
る
が
、週
当
た
り
の
授
業
時
間
数
は
、

現
行
よ
り
も
50
分
多
く
確
保
で
き
る
。
東
北

地
区
の
あ
る
高
校
で
は
、
現
行
課
程
の
導
入

時
に
50
分
×
７
コ
マ
の
ぶ
ら
下
げ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
導
入
し
た
。
し
か
し
７
コ
マ
は
負
担

が
大
き
い
た
め
、
完
全
週
５
日
制
を
機
に
、

ま
ず
７
コ
マ
を
や
め
る
と
い
う
検
討
か
ら
始

め
て
、
55
分
授
業
に
落
ち
着
い
た
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
１
単
位
当
た
り
の
授
業
時
間

に
関
し
て
様
々
な
動
き
が
見
ら
れ
る
の
は
、

個
々
の
学
校
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
が
存
在
す
る
か
ら
だ
。
例
え
ば
65
分
授

業
の
導
入
当
時
と
比
べ
る
と
、
生
徒
の
特
質

が
変
化
し
て
き
て
お
り
、
65
分
と
い
う
長
時

間
が
生
徒
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
声
も
聞
か
れ
る
。
ま
ず
、
現
在
の
生
徒

の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
が
、
検
討
の
第
一
歩

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
地
域
の
期
待
な
ど
を

基
に
、
各
学
校
の
ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
（
教
育
理
念
）
を
共
有
し
、
教
科
・

科
目
の
特
質
な
ど
に
応
じ
て
授
業
の
実
施
形

態
を
工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

学
期
制
を
検
討
す
る
場
合
、
三
期
制
を
維

持
す
る
か
、
二
期
制
に
移
行
す
る
か
の
選
択

と
な
る
だ
ろ
う
。
二
期
制
へ
移
行
す
る
と
、

学
校
行
事
（
始
業
式
な
ど
）
や
定
期
テ
ス
ト

の
精
選
に
よ
る
授
業
時
間
数
の
確
保
や
、
学

期
（
半
年
）
ご
と
の
単
位
認
定
が
可
能
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

本
調
査
で
も
、
三
期
制
か
ら
二
期
制
へ
の

変
更
を
考
え
て
い
る
学
校
が
49
校
と
、
現
行

﹇
１
単
位
当
た
り
の
授
業
時
間
﹈

45
分
授
業
も
視
野
に
入
れ
、

授
業
時
間
は
益
々
多
様
化

変更しない�
61.0％（341）�

未検討・検討中�
27.0％（151）�

45分授業にする�
2.5％（14）�

無回答�
1.3％（7）�

その他�
3.4％（19）�

65分授業にする�
2.9％（16）�

50分授業にする�
2.0％（11）�

授業時間の変更予定（全体）�

※（　）内は学校数�

１単位当たりの授業時間の変更予定

変更しない 8 281 4 4 40 2 2 341

45分

現在実施の１単位当たりの授業時間

50分 55分 60分 65分 その他無回答 計（校）

45分授業にする 14 0 0 0 0 0 14

50分授業にする 1 2 1 7 0 0 11

65分授業にする 0 16 0 0 0 0 16

その他 1 13 0 0 2 3 0 19

未検討・検討中 5 125 2 1 14 3 1 151

無回答 1 4 0 1 0 1 0 7

計 16 453 8 7 63 9 3 559

今
後
の
変
更
予
定

１単位当たりの授業時間による特長

50分 1600分（50分×６時限×５日＋50分×４時限×0.5日）

1722.5分（65分×５時限×５日＋65分×３時限×0.5日）65分

50分 1500分 （50分×６時限×５日）

45分 1575分

メリット………

（45分×７時限×５日）

○コマ数が増えるため、弾力的なカリキ
ュラム編成が可能。

デメリット……×年間39回分を確保する場合、時間割が変
則的になる。
×１回の授業時間が短くなり、実験などの
余裕がなくなる。

55分 1650分

メリット………

（55分×６時限×５日）

○総授業時間数を多く確保できる。

デメリット……×授業終了時間が遅くなり、部活動などに
影響が出る。

65分 1625分

メリット………

（65分×５時限×５日）

○総授業時間数を多く確保できる。
○（１単位時間が増加することにより）実験
・実習に時間が取れ、内容の充実が図れる。

デメリット……×積み重ねが必要な英語などで、毎日授業が行
えなくなることがある。
×行事などで授業がつぶれた場合、授業の間
隔が開きすぎる。

×１回の授業時間が長くなり、集中力を欠く
ことがある。

〔現行〕

変更しない�
62.6％（350）�

未検討・検討中�
24.2％（135）�

二期制に移行する�
8.9％（50）�

無回答�
1.6％（9）�

その他�
1.8％（10）�

四期制に移行する�
0.5％（3）�

三期制に移行する�
0.4％（2）�

学期制の変更予定（全体）�

※（　）内は学校数�

学期制の変更予定

変更しない 83 253 10 3 1 350

現在実施の学期制

二期制 三期制 四期制 その他 無回答 計（校）

二期制に移行する 49 1 0 0 50

三期制に移行する 1 0 1 0 2

四期制に移行する 0 2 1 0 3

その他 1 9 0 0 0 10

未検討・検討中 10 122 3 0 0 135

無回答 4 4 1 0 0 9

計 99 439 15 5 1 559

今
後
の
変
更
予
定

二期制による特長

教育課程編成の弾力化
○類型編成を２年前期終了後に行うことができる。
○単位数の少ない科目については、半期に集中して行うことができる。
○成績不振者の回復措置（時数補充・追試）を半期ごとにきちんと取
れるので、不振者に対する指導が充実できる。

授業時間数の確保と行事設定のゆとり
○定期考査１回分と始業式・終業式各１日分を授業に充てられる。
○三期制における１学期の中間考査の問題点（試験範囲の設定が
難しい、行事との兼ね合いが難しい）が改善できる。

×前期と後期で教師の持ち時数の偏りが生じる
×定期考査の間隔が広がり、成績不振者の発見が遅くなる。
×定期考査の間隔が広がり、試験範囲が広がると共に、生徒の緊張　
感の持続が難しくなる。

メ
リ
ッ
ト
１

メ
リ
ッ
ト
２

デ
メ
リ
ッ
ト

﹇
学
期
制
﹈

生
徒
の
実
態
と
学
校
行
事
を

考
慮
し
て
変
更
の
検
討
を
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さ
ら
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
各
教
科
の
指

導
計
画
と
同
義
で
は
な
い
。
教
科
・
科
目
、

特
別
活
動
、
そ
し
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
総
合
的
に
捉
え
る
総
合
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
新
教
育
課
程
の
鍵
と

な
る
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
新
教
育
課
程
で
は
、

自
校
の
教
育
活
動
の
見
直
し
、
教
師
の
意
識

改
革
、
そ
し
て
授
業
の
革
新
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
学

校
が
多
い
。
す
で
に
素
案
が

完
成
し
て
、
そ
の
検
討
・
修

正
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
高

校
も
多
い
よ
う
だ
。

公
私
別
に
見
る
と
、
私
立

校
の
動
き
が
若
干
早
い
。
私

立
校
で
は
人
事
異
動
が
少
な

い
た
め
、
早
期
か
ら
取
り
組

み
や
す
い
こ
と
が
要
因
で
あ

ろ
う
。
公
立
校
で
は
検
討
に

入
っ
て
い
な
い
学
校
が
３
分

の
１
を
占
め
る
が
、「
計
画

策
定
済
み
」
も
し
く
は
「
検

で
三
期
制
を
採
っ
て
い
る
学
校
の
１
割
以
上

を
占
め
た
。
さ
ら
に
「
検
討
中
」
の
学
校
に
も

二
期
制
を
前
提
に
検
討
し
て
い
る
学
校
が
見

ら
れ
る
た
め
、
完
全
週
５
日
制
を
機
に
二
期

制
へ
シ
フ
ト
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

地
域
的
に
見
る
と
、
現
行
で
は
北
海
道
の

二
期
制
50
分
授
業
、
東
北
地
区
の
二
期
制
65

分
授
業
が
目
立
つ
。
北
海
道
で
は
現
行
で
三

期
制
の
学
校
も
、
完
全
週
５
日
制
を
機
に
二

期
制
導
入
を
考
え
る
学
校
が
多
い
よ
う
だ
。

学
期
制
、
１
単
位
当
た
り
の
授
業
時
間
な

ど
、
完
全
週
５
日
制
や
新
課
程
に
向
け
て
の

検
討
項
目
は
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
課

題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
議
論
す
る
の
で
は

な
く
、
大
局
的
な
視
点
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
生
徒
の
実
態
を
考
慮
し
た
上
で
、

学
校
行
事
の
全
面
的
な
見
直
し
を
図
り
、
そ

の
際
に
学
期
制
の
議
論
が
一
つ
の
検
討
課
題

と
し
て
生
じ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
新
教
育

課
程
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
新

設
に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
活
動
の
再
編
成
が

必
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
標
準
的
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
か
ら
、
必
修
科
目
の
上
に
選
択
科
目

を
積
み
上
げ
る
弾
力
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
と

移
行
す
る
と
共
に
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

や
「
特
別
活
動
」
を
含
め
、
学
校
教
育
活
動

を
総
合
的
に
捉
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
以
下
、

こ
れ
を
「
総
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
記
す
）

を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

次
に
土
曜
日
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

公
立
校
と
私
立
校
の
違
い
に
注
目
し
て
み
た

い
。
現
状
で
は
、
公
立
校
は
月
２
日
の
休
日

が
前
提
と
な
る
の
に
対
し
て
、
私
立
校
は

「
休
日
な
し
」
が
47
％
、「
月
１
日
の
み
休
日
」

な
ど
の
回
答
が
16
％
を
占
め
る
。
つ
ま
り

63
％
の
私
立
校
が
、
公
立
校
よ
り
授
業
時
間

数
を
多
く
確
保
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

完
全
週
５
日
制
に
な
っ
て
も
、
私
立
校
で

は
「
通
常
授
業
も
し
く
は
自
由
選
択
な
ど
の

講
座
を
設
け
る
」
と
回
答
し
て
い
る
学
校
が

４
分
の
１
に
上
る
。
学
力
向
上
を
確
保
す
る

た
め
に
、
土
曜
日
の
活
用
を
考
え
て
い
る
私

立
校
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
公
立
校
で
は
、
自
由
選
択
を

前
提
と
し
た
講
座
の
開
講
が
2.6
％
と
、
私
立
校

に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。
た
だ
し
「
完
全
に

休
み
に
す
る
」
と
決
定
し
た
公
立
校
も
３
分

の
２
し
か
な
く
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
進

路
学
習
や
奉
仕
活
動
の
場
と
す
る
な
ど
、
何

ら
か
の
形
で
土
曜
日
の
活
用
を
考
え
て
い
た

り
、
他
校
の
様
子
見
の
段
階
で
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
自
主
的
な
家
庭
学
習
を
促
す
仕
掛

け
を
計
画
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
土
曜
日

が
休
み
に
な
っ
て
自
由
な
時
間
が
増
え
た
と

き
に
、
何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
生

徒
や
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
し
た
り
す
る
生

徒
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

い
か
に
自
学
自
習
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ

る
か
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
声
は
多
い
。
あ

る
高
校
で
は
「
土
曜
日
は
学
習
日
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
、
１
週
間
を
５
日
間

の
学
校
生
活
と
１
日
間
の
自
主
学
習
日
が
あ

る
も
の
と
定
義
付
け
た
。
今
後
は
自
学
自
習

の
習
慣
付
け
や
、
授
業
で
の
学
習
へ
の
興
味

付
け
を
学
校
全
体
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
言
う
。

自
学
自
習
を
進
め
て
い
く
上
で
の
鍵
と
し

て
、
生
徒
が
自
分
で
学
習
で
き
る
と
い
う
前

提
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

﹇
土
曜
日
の
取
り
組
み
方
﹈

自
学
自
習
や
進
路
学
習
の

場
と
し
て
土
曜
日
を
活
用

生
徒
に
「
自
学
自
習
の
成
果
が
上
が
り
そ
う

だ
」
と
思
わ
せ
る
仕
掛
け
が
で
き
れ
ば
、
後

は
う
ま
く
機
能
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

な
お
、
’00
年
度
入
学
生
や
現
在
の
在
校
生

か
ら
完
全
週
５
日
制
を
前
提
と
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
学
校
も
見
ら
れ
る
。
土

曜
日
は
隔
週
休
日
の
ま
ま
で
、
登
校
す
る
土

曜
日
を
補
充
授
業
日
や
行
事
日
と
し
、
通
常

授
業
を
組
み
込
ま
な
い
方
法
だ
。
た
だ
完
全

週
５
日
制
へ
移
行
す
る
と
、
土
曜
日
以
外
の

時
間
の
中
で
他
校
と
同
様
に
、
行
事
の
時
間

を
新
た
に
確
保
す
る
必
要
は
出
て
く
る
が
、

早
い
段
階
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
試
行
錯
誤
で
き

る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

授
業
時
間
数
の
確
保
の
た
め
に
、
平
日
に
０

時
限
や
７
時
限
な
ど
の
ぶ
ら
下
が
り
授
業
を

検
討
し
て
い
る
学
校
は
少
な
く
な
い
。
今
回
の

調
査
で
は
、
０
時
限
や
７
時
限
の
新
た
な
設
定

を
見
込
ん
で
い
る
学
校
は
４
分
の
１
を
超
え

た
。
約
１
年
前
の

’99
年
４
月
に
行
っ
た
同
調

査
で
は
17
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

授
業
時
間
数
確
保
の
問
題
は
か
な
り
深
刻
な

も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
30
単
位
を

標
準
と
し
、
学
校
裁
量
で
週
当
た
り
の
時
間

数
を
決
定
で
き
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
教
員
定
数
な
ど
の
関
係
で
30
単
位

厳
守
と
い
う
県
も
あ
れ
ば
、
移
行
期
間
中
は

32
単
位
ま
で
の
弾
力
化
が
提
示
さ
れ
て
い
る

県
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
標
準
週
30
単
位
を
ど

こ
ま
で
弾
力
的
に
運
用
す
る
か
の
結
論
が
出

て
い
な
い
県
や
、
今
ま
で
一
律
30
単
位
と
い

う
方
針
を
出
し
て
い
た
が
、
弾
力
的
な
運
用

を
含
め
て
再
検
討
し
て
い
る
県
も
あ
る
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
動
き
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

完
全
週
５
日
制
に
対
応
す
る
た
め
に
、
現

在
、
多
く
の
高
校
で
は
「
授
業
時
間
数
の
確

保
」
に
視
点
を
向
け
て
い
る
。
実
際
の
検
討

過
程
を
見
る
と
、
教
科
間
の
授
業
時
間
の
調

整
に
か
な
り
の
労
力
を
費
や
す
中
で
、
最
終

的
に
は
「
我
が
校
は
ど
の
よ
う
な
使
命
の
高

校
で
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
る
高
校
な

の
か
」
と
い
う
ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
明
確
化
、
も
し
く
は
再
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
思
い
至
る
こ
と
に
な

る
。し

か
し
、

’03
年
ま
で
目
を
向
け
る
と
、「
授
業

そ
の
も
の
の
革
新
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

学
習
者
で
あ
る
生
徒
を
中
心
に
据
え
て
、「
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」
の
育
成
を
目
指
す

新
教
育
課
程
の
理
念
を
生
か
す
授
業
で
あ
る
。

討
を
進
め
て
い
る
」
学
校
も
46
％
に
上
り
、

現
状
で
は
大
き
く
二
極
化
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
そ
れ
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
教
科
と
特
別
活

動
を
含
め
て
学
校
の
教
育
活
動
全
般
に
渡
る

も
の
で
あ
る
。
新
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
が
有
機
的
に
関
連
し

合
う
総
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
視
点
が
必
要
と

な
っ
て
こ
よ
う
。

今
後
、
検
討
を
進
め
る
上
で
は
、
学
校
教

育
の
中
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
位
置
付
け
を
明
文
化
し
て
学
校
全
体
と
し

て
の
共
通
理
解
を
図
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

﹇
ぶ
ら
下
が
り
授
業
﹈

授
業
そ
の
も
の
の

革
新
も
必
要

﹇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
﹈

教
科
や
特
別
活
動
と
の

関
連
が
ポ
イ
ン
ト

完全に休みにする�

自主学習にして�
学校を開放する�

その他�

講座を設ける� 無回答�

公立�

私立�

66.5 4.0 2.6 25.1 1.9

31.8 3.9 26.4 31.0 7.0

（％）�

土曜日の取り組み方

予定している�

0時限、7時限は�
増やさない�

無回答�

未検討�

公立�

私立�

26.0 43.5 29.3 1.2

35.7 31.8 4.727.9

（％）�

ぶら下がり授業の予定

具体的に計画が�
できている�

組織を発足させ、�
これから検討に入る� 無回答�

現在、検討を進めている� まだ検討に�
入っていない�

公立�

私立�

5.6 40.5 19.8 34.0 0.2

6.2 52.7 23.3 17.1 0.8

（％）�

総合的な学習の時間の検討状況
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新
課
程
へ
の
助
走�

完
全
週
５
日
制
が
導
入
さ
れ
る
’02
年
度
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
現

在
す
で
に
作
成
済
み
の
学
校
が
３
割
、
さ
ら

に
今
年
度
内
に
作
成
予
定
の
学
校
を
加
え
る

と
、
実
に
８
割
以
上
の
学
校
に
お
い
て
作
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
公
立
校
の
動

き
が
私
立
校
に
比
べ
て
か
な
り
早
い
。
土
曜

日
の
取
り
組
み
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
完
全

週
５
日
制
の
問
題
は
、
公
立
校
に
と
っ
て
、
よ

り
切
実
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
現
在
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
案
を
総
見
す
る
と
、
現
行
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、
授
業
時
間
数
の
減

少
分
を
各
教
科
に
振
り
分
け
て
い
る
例
が
多

い
。
’02
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
は
、
そ

の
減
少
分
を
教
科
間
で
″
痛
み
分
け

す
る

こ
と
に
、
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。一

方
、
新
学
習
指
導
要
領
が
導
入
さ
れ
る

’03
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
状
況
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
既
に
作
成
済
み
の
学
校
は
１

割
に
満
た
な
い
。
現
在
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

検
討
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、「
確
定
は
ま

だ
先
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
回
答
が
多
か

っ
た
。

さ
て
、

’03
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
状

況
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
及
び
教
科

「
情
報
」
の
検
討
状
況
と
比
較
し
て
み
る
と
、

今
年
度
１
学
期
中
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

す
る
学
校
は
全
体
の
15
・
６
％
と
、
現
在
検

討
が
進
ん
で
い
る「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

（
具
体
的
に
計
画
が
で
き
て
い
る
、
ま
た
は

検
討
を
進
め
て
い
る：

49
・
０
％
）、
教
科

「
情
報
」（
同：

３６
・
５
％
）
に
比
べ
て
や
や

遅
れ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

こ
れ
は
新
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
典
型
的

な
検
討
過
程
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
①
ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
確
認
し
た
上
で
、
②
教
育
活
動
全
体
の

見
直
し
を
行
い
、
③
そ
の
中
で
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
や
各
教
科
、
特
別
活
動
の
位

置
付
け
を
明
確
に
し
、
④
そ
れ
を
具
体
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と

に
な
る
。

そ
し
て
現
在
、
多
く
の
学
校
で
は
③
の
段

階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
末
ま
で
に
は
全

体
の
半
数
以
上（
57
・
８
％
）の
学
校
で
新
課

程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
い
よ
い
よ
検
討
が
本
格
化
す
る
と
言

え
る
。
そ
こ
で
、
次
項
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

検
討
に
影
響
の
大
き
い
大
学
入
試
の
改
革
状

況
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

こ
こ
数
年
で
激
変
す
る
大
学
入
試
改
革
の

動
き
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
主
な
も
の
を

挙
げ
て
み
た
い
。（

’00
年
２
月
末
現
在
）

ま
ず
、
昨
年
末
に
中
央
教
育
審
議
会
（
中

教
審
）
か
ら
答
申
さ
れ
た
「
初
等
中
等
教
育

と
高
等
教
育
の
接
続
の
改
善
に
つ
い
て
」
で

あ
る
。
答
申
の
う
ち
大
学
入
試
に
関
す
る
部

分
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
明
示

②
受
験
教
科
・
科
目
増
や
高
度
な
内
容
、
難

度
の
高
い
出
題
の
許
容

③
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
け
る
外
国
語
の
リ
ス
　

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
及
び
総
合
問
題
の
検
討
、

良
質
な
過
去
問
の
再
利
用
を
提
言

こ
の
う
ち
①
②
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の

今
後
の
取
り
組
み
に
委
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
、
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

③
に
つ
い
て
は
既
に
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
で

研
究
が
始
ま
っ
て
お
り
、
導
入
の
時
期
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
中
教
審
で
積
み
残
さ
れ
た
具
体
的

な
入
試
改
善
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

大
学
審
議
会
の
入
試
専
門
委
員
会
で
検
討
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
試
験
に
関
す

る
主
な
検
討
項
目
は
次
の
４
点
で
あ
る
。

①
複
数
回
化

②
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
、
総
合
問
題
の
導
入

③
一
度
受
験
し
た
得
点
の
留
保
、
１
点
刻
み

で
は
な
い
段
階
評
価

④
過
去
に
出
題
し
た
問
題
の
再
利
用

今
年
度
の
早
い
段
階
で
報
告
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
が
、
昨
年
の
中
教
審
答
申
が
５
か
月

延
び
た
よ
う
に
、
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
試
験
を
中
心
と
し
た
入
試
の
全
貌

が
見
え
て
く
る
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
答
申
に

よ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
各
大
学

の
具
体
的
な
検
討
の
動
き
は
、
こ
こ
か
ら
本

格
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
動
き
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
上
注
目
す
べ
き
項
目
は
「
受

験
教
科
・
科
目
増
の
動
き
」
と
「
リ
ス
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
、
総
合
問
題
」
で
あ
る
。
前
者
は

学
力
低
下
の
問
題
も
あ
り
、
今
ま
で
ア
ラ
カ

ル
ト
化
が
進
ん
で
き
た
大
学
入
試
に
歯
止
め

を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う

な
る
と
高
校
に
お
い
て
非
常
に
幅
広
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
高

い
。「
特
定
の
科
目
を
狭
く
深
く
学
習
す
る
」

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
は
、
対
応
で
き
な
く

な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
定
科
目
へ
の
偏

り
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
総
合
問
題
の
ね
ら

い
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
の
導
入
は
、

英
語
の
シ
ラ
バ
ス
作
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
カ

テ
ィ
ブ
な
英
語
の
授
業
を
実
践
し
て
い
る
学

校
も
か
な
り
増
え
て
い
る
が
、
今
後
は
よ
り

一
層
、
本
格
的
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
生
物
を
履
修
し
て
い
な
い
医
学

部
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
「
生
物

必
須
」
の
動
き
も
あ
る
。
実
際
、
京
都
大
医

学
部
の
後
期
日
程
で
は

’03
年
度
入
試
か
ら
生

物
を
必
須
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、

今
後
、
他
大
学
も
追
随
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。医
学
部
志
望
者
を
抱
え
る
高
校
で
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
対
応
が
必
要
に
な
る
。

さ
ら
に
は
、
国
立
大
医
学
部
に
お
け
る
「
理

科
３
科
目
入
試
」
の
動
向
に
も
注
意
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
大
学
や
県
教
委
の
情
報
を
敏
感
に
捉
え
る

と
共
に
、
学
校
の
教
育
理
念
に
基
づ
い
た
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

受
験
教
科
増
や

リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
、

総
合
問
題
の
動
き
に
注
目

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
は

ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立
か
ら
始
ま
る

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

検
討
過
程

今
年
度
末
ま
で
に
半
数
以
上
が

新
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

２
０
０
２
年
度
か
ら
の
完
全
週
５
日
制
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

８
割
以
上
の
高
校
が
今
年
度
中
に
作
成
す
る
と
答
え
、
２
０
０
３
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
へ
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

半
数
以
上
の
高
校
が
今
年
度
中
に
作
成
す
る
よ
う
だ
。
両
者
の
関
係
抜
き
で
は
語
れ
な
い
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
過
程
を
再
検
討
し
て
み
る
。

作成済み�

2000年７月末までに�
作成予定�

2001年3月末までに�
作成予定�

無回答�

2000年12月末までに�
作成予定 2001年4月以降�

公立�

私立�

35.8 12.315.3 17.9 16.3 2.3

14.7 16.3 15.5 36.4 14.0 3.1

（％）�

’02年度入学生のカリキュラム作成状況

作成済み�

2000年12月末�
までに作成予定 

2000年７月末までに�
作成予定�

2001年3月末までに�
作成予定�

無回答�

2001年4月以降�

公立�

私立�

12.38.6 6.5 26.5 42.6 3.5

7.8 9.3 20.2 33.3 27.9 1.6

（％）�

’03年度入学生のカリキュラム作成状況

学校アンケート調査概要

●調査時期：2000年１～２月
●調査対象者：全国の高等学校の教務
主任、進路主任、もしくはカリキュ
ラム作成にかかわる先生

●調査方法：アンケート方式（記入用
紙を回収、または電話でのヒアリング）

●回答数：総計559校（公立430校、私
立129校）
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